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12  xy を 1C 、 2kxy  を 2C とする。 1C と 2C の交点の x座標は 
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1C と 2C で囲まれた部分の面積は、対称性より 
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Pにおける 1C の接線 Lは 121)(2 22  aaxaaxay  

Lと 2C が相違なる 2つの実数解を持つとき、 12 22  aaxkx とすると 012 22  aaxkx  
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①の条件下で、 Lと 2C の交点の x座標を、 )(,   とすると 
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1  k のとき、題意を満たす 2a は存在しない。
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